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学校の教育目標 ○よく学ぶ子（学び合い）○たすけあう子（笑顔）○からだをきたえる子（習慣）
重点教育目標 わかる、できる、つかえる子どもの育成
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『 ７年後の「未来」に思いを寄せる 』
乙部町立乙部小学校長 笠 松 靖 史

１１月６日の全校集会の時、子どもたちに、最近よくメディア等で聞かれる「ウェルビーイ
ング」という言葉と、それに向けた心構えについて話しました。この言葉を最も簡単に表現す
ると、身体も心も幸福な状態のことです。ウェルビーイングを向上させるためには、４つの気
持ちが大切であると言われています。１つ目は「やってみよう」という夢や目標にチャレンジ
する気持ちです。２つ目は「ありがとう」と他者に感謝する気持ちや、他者に親切に優しく接
する気持ちです。３つ目は「何とかなる」という１度や２度の失敗で落ち込まない前向きな気
持ちや、気持ちの切り替えなどです。４つ目は「ありのままに」という自分らしさを大切にし
て、何でも人と比べない気持ちです。私は２つ目の他者に対する気持ちが最も大切だと思いま
す。（同時に最も難しいかもしれません）乙部小学校の子どもたちには、他者の幸せを妬まず、
互いに喜び合う器の大きな人になってほしいとともに、困ったときは互いに支え合える関係で
あってほしいと願っています。

さて皆さんは２０３０年（６～７年後：遠くない未来ですね・・・）と聞くと何を思い浮か
べるでしょうか。２０１８年３月に開通された北海道新幹線の「札幌延伸・開業予定」が２０
３０年です。今の１年生は１３～１４歳、６年生は１８～１９歳になっています。私はちょう
ど６５歳になるので、生きていればいわゆる「老齢人口」として数えられるはずです。そんな
ことを考えていたら多少の寂しさを覚えてしまいました。

現行の学習指導要領は、２０２０年から小学校において完全実施となっています。その基本
となる考え方が文部科学省のＨＰに載っています。（情報としては古いのですが…）「文部科
学省 論点整理」と入れて検索し、「教育課程企画特別部会における論点整理について」を開
くと、その第１章のタイトルが「２０３０年の社会と子どもたちの未来」です。少子高齢化が
今より一層進み、私も含めて６５歳以上の割合は総人口の３割に達する一方で、生産年齢人口
は総人口の約５８％にまで減少すると見込まれています。おかれている環境はもちろん、職業
自体もどんどん変わっていくという、まさに「変化の激しい社会」に生きなければならない子
どもたちの姿が予想できます。

また、約８年前から教育話題となり既に進められている「考え、議論する道徳科」の授業、
小学校５・６年生からの外国語科の授業及び小学校３・４年生での外国語活動の授業等、人と
人とのかかわり合いやコミュニケーションの中で学んでいくための仕組みが見えてきます。そ
して、いろいろな考え方や文化の違いのある他者とかかわりながら、相手の考えを受け入れ尊
重しながら、自らの考えを広げ深めていくようになるには、学び続ける・学び合うことの「お
もしろさ」を学校で具体的に教える必要があるのでしょう。

今年も１２月を直前に、季節はさらに本格的な冬へと向かっていきます。１１月中旬以降に
インフルエンザの管内的な広がりが見られ、残念ながら本校も学校閉鎖・学年閉鎖を余儀なく
されました。しかしながらチーム乙小は、１２月以降の寒く厳しい冬を逞しく乗り越える子ど
もたちの一層の成長を目指します。そして私たちは、他者とかかわり、支え合いながら協働し
て学ぶことの楽しさを具体的に教えることができるように、これからも学び合う仲間であり続
けたいと思います。気温の低さが身にしみる今日この頃です。保護者、地域の皆さん、どうか
お体、ご自愛ください。



＊11月はたくさんの外部講師の方々にご協力いただき、教育活動が充実しました＊

読書強化月間
今月は、「様々な本に親しみ、日常生活における読書活動の推進を図り豊かな心を養うこ

と」を目的とした読書強化月間です。
江差町の絵本サークル ポポリンさんによる読み聞かせ（11月7日（火）低学年・中学年、

8日（水）高学年）、本校教員による朝読書の時間の読み聞かせ（11月13日（月））、そして
図書委員会によるお薦め図書紹介等で、読書活動が充実しています。
ご家庭では、お子さんが今どんな本を読んでいるのかやその内容を聞いていただけるとあ

りがたいです。そして、お子さんと一緒に「読書タイム」「お子さんによる読み聞かせ会」
はどうでしょうか。是非ご家庭で読書をお楽しみください。

家庭学習で新聞を使おう！！
読解力向上の一環として小学生新聞を掲示しています。子どもた

ちは興味のある記事のページを持ち帰り、記事を読み感想を書いた
り、読んだ記事を視写したりと工夫しながら家庭学習に取り組んで
います。4～10月の取組大賞が紹介されました。
第１位 ４年児童
第２位 ４年児童
第３位 ６年児童

新聞視写の効果
・読解力強化 ・要約力強化
・洞察力強化 ・知識量の増加

ふるさと乙部で学ぶ
11月8日（水）、6年生は理科「地層のつくり」の学習のため、貝子沢化石公園と館の岬へ

観察に行きました。乙部の地層は、理科の教科書に掲載されるほど有名です。このような地
域素材（本物）で学習ができる乙部の子どもたちは幸せですね。
この日は、乙部町教育委員会田澤指導主

事を講師にお迎えし、学習を深めることが
できました。
理科の学習はもちろんのこと、ふるさと乙

部のすばらしさも感じることできる時間とな
りました。

5・6年道徳講話会
11月9日（木）、北海道教育委員会の「子どもの心に響く道

徳教育推進事業」を利用し、道徳講話会を行いました。講師に
元プロ野球選手の牧谷宇佐美氏をお招きしました。

まきたに う さ み

他者の評価を気にしすぎず、夢の実現のために真剣に今できること
を積み重ねたことにより、幼き頃からの夢であるプロ野球入団という結
果を得られたこと、真剣に今できることに努力することは恥ずかしいこ
とではなく、何もしないことこそが恥ずかしいと
いうこと等、牧谷氏の努力に裏打ちされた熱い
言葉は子どもたちの心に響きました。
子どもたちは、叶えたい夢やなりたい自分を

思い浮かべ、努力を惜しまず進むことを決意し
ました。



＊インフルエンザの流行により、11月21日から23日まで学校閉鎖の措置をとりました。
現在は回復に向かい通常の教育活動を行っています。ご心配をおかけしました。＊

全国学力・学習状況調査の結果より
4月に6年生を対象に行われた、全国学力・学習状況調査の本校の結果をお知らせします。

1 令和5年度の結果
・国語 全道・全国平均以上 ・算数 全道平均と同等・全国平均以下

2 成果と課題
○「乙小スタイル」による学習規律の徹底や学習に向かう姿勢づくり、教育のユニバーサル
デザインの視点を取り入れた授業改善やICTの効果的活用、家庭学習や放課後学習会の取
組等により、「読み取る力」に成果がみられます。

●国語では、図表やグラフ等を用いて自分の考えが伝わるような書き表し方を工夫すること
ができるかをみる問題、算数では、図形について底辺と面積などの関係について、言葉や
数を用いて記述する問題、どちらも「書く力」に課題が見られました。

3 児童質問紙から見える児童の姿
○「朝食をしっかりと食べて学校に登校する」「自分には、よいところがあると思っている」
「将来の夢や目標をもっている」「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思っ
ている」「友達関係に満足している」は概ねよい回答です。

●「学校の授業時間以外の読書時間（１日当たり30分以上）」「家庭学習の習慣の定着」が
課題です。

4 これからの取組
（１）誰一人として取り残さないことを目指した授業改善

①全ての児童が意欲的に学習に参加し、「わかる」「できる」の実感がもてるよう、引き
続き教育のユニバーサールデザインの視点を取り入れます。
②「つかえる（書き表す）」指導の充実を図るため、アウトプットを重視した授業改善を
推進します。

③児童の学習への興味・関心を高め、わかりやすい授業や「主体的・対話的で深い学び」
の実現や個に応じた指導を充実させるためにICTを効果的に活用します。

（２）子どもの生活習慣の形成と家庭学習習慣の定着
①読書習慣の定着のため、学校での取組を報告し家庭との連携を図ります。
②生活リズム調べを通して、家庭と協力した取組を推進します。
（テレビ・メディア等の時間、家庭での学習時間、就寝起床の時刻等を自分でコントロー
ルしていく習慣づくり等）

3・4年人権教室
11月15日（水）、乙部町人権擁護委員の方々にご協力いただき人権教室を行いました。
言葉がもつプラスの力（ふわふわ言葉）とマイナスの力（ちくちく言葉）について考える

等、子どもたちにとって生活の振り返りがで
き、より良い人間関係を築いていこうとする
意欲をもつことができました。
子どもたちには、いじめや差別のない明る

い社会の担い手として育ってほしいと願って
います。

性に関する指導
11月14日（火）は3年生「命の始まり」、15日（水）は1年生「おへそ

のはなし」「自分だけの大切なところ」をテーマに、乙部町役場保健師さん
による性教育講話会を行いました。
「水着で隠れているところは、体の大切なところ。人に

見せたり触ったりしてはいけないこと」「命の始まりがとて
も小さいこと。赤ちゃんが意外と重いこと」等、実際に見
て触れて、生命の大切さを実感する時間となりました。



の行事予定 ＊毎月第1・第3日曜日はノーゲームデーです。家族団らんを！＊
日 曜 行 事 日 曜 行 事
４ 月 全校集会 おとべんきょう＋ 13 水 一斉参観日（通常日課・5時間授業）

食育指導１年・２年 14 木 標準学力検査（国）
５ 火 クラブ活動 15 金 標準学力検査（算）クリスマス集会
６ 水 食育指導３年・４年 職員会議 標準学力検査（5・6年理）
7 木 縦割り班活動 18 月 おとべんきょう＋ 英検ESG
8 金 知能検査1・3・5年 19 火 クラブ活動

情報モラル教室４～６年 25 月 2学期終業式（給食なし・午前授業）
11 月 おとべんきょう＋ ◇冬休み 12月26日（火）～1月17日（水）
12 火 委員会活動 食育指導5年・6年 ◇閉庁日 12月29日（金）～1月3日（水）

12月と1月の校外生活における帰宅時刻は16：00です。

乙小の子どもたちの活躍
○令和５年度絆づくりメッセージコンクール（全道審査）
〈ポスター部門・小学校の部〉最優秀賞 ３年児童

○令和５年度絆づくりメッセージコンクール（檜山管内審査）
〈ポスター部門・小学校の部〉最優秀賞 ３年児童
〈ことば部門・小学校の部〉 奨励賞 ６年児童

「大丈夫 ずっとあなた 味方だよ」

○第５３回檜山管内児童・生徒美術展
乙部町教育委員会教育長賞 ４年児童「うつくしかった、ヘチマの花」

奨励賞 ４年児童「大好きな学校とヘチマ」

○ひやまリサイクル工作コンクール２０２３
〈小学校低学年の部〉 銀賞 ３年児童「元町２のいなり山」

○乙部町危険物安全協会図画コンクール
副会長賞 １年児童
監事賞 １年児童
優秀賞 １年児童・１年児童

○税の書道展
江差税務署長賞 ６年児童
江差間税会会長賞 ５年児童
江差間税会会長賞 ４年児童
江差地方法人会会長賞 ４年児童
江差地方法人会会長賞 ３年児童

○税に関する絵はがきコンクール
女性部会長賞 ６年児童

奨励賞 ６年児童
６年児童
６年児童
５年児童

○第２８回小学生新聞グランプリ
〈まなぶん大賞・低学年の部〉 ３年児童・３年児童

「生命（いのち）の水新聞」

○令和５年度海の子作品展
〈図画の部〉 漁村文化開発基金理事長賞 ３年児童
〈習字の部〉 北海道信漁連会長賞 ６年児童

漁村文化開発基金理事長賞 ４年児童

◎令和5年度「北海道学び推進月間」標語
檜山教育局最優秀賞 6年児童 「少しずつ できるをふやそう あきらめず」


